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一．

は
じ
め
に

米
価
の
下
落
・
低
迷
に
よ
り
米
生
産
農
家
の
経

営
は
苦
境
に
陥
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
米
対
策

は
限
界
に
き
て
い
る
と
し
て
政
府
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
と
も
生
産
調
整
対
策
、
水
田
農
業
構
造
対
策
、

流
通
対
策
を
中
心
に
総
合
的
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
米
生
産
・
流
通
等
に
か
か
る
現
状
を
整

理
し
、
現
行
の
米
政
策
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る

と
と
も
に
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
米
を
め
ぐ
る
議

論
の
全
体
像
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。（
年
度
（
産
）

は
元
号
、
そ
れ
以
外
は
西
暦
で
表
示
）

二．

米
価
の
推
移
と
流
通
の
変
化

自
主
流
通
米
の
指
標
価
格
の
推
移
を
み
て
み
る

と
、本
年
一
月
二
五
日
の
指
標
価
格
は
一
六
、〇
一

六
円
／
俵
で
、前
年
同
期
の
一
五
、八
四
七
円
／
俵

を
若
干
上
回
っ
て
い
る
。こ
の
一
年
間
に
限
れ
ば
前

年
度
価
格
を
わ
ず
か
に
上
回
り
な
が
ら
推
移
し
て

い
る
。し
か
し
な
が
ら
、さ
ら
に
一
年
さ
か
の
ぼ
っ

た
二
〇
〇
〇
年
一
月
の
指
標
価
格
は
一
六
、七
五
六

円
／
俵
で
、さ
ら
に
そ
の
約
半
年
前
の
九
九
年
八
月

は
一
七
、八
二
八
円
／
俵
と
な
っ
て
お
り
、一
二
年

産
米
が
ボ
ト
ム
な
が
ら
も
、下
落
傾
向
が
続
い
て
い

る
。一
三
年
産
米
は
一
二
年
産
米
を
若
干
上
回
っ
て

は
い
る
も
の
の
基
本
的
に
は
底
這
い
状
態
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
生
産
量
に
占
め
る
計
画
流
通
米
の

比
率
は
、
下
落
幅
が
小
さ
く
な
っ
て
き
た
と
は
い

い
な
が
ら
も
依
然
低
下
を
続
け
て
お
り
、
一
三
年

産
米
に
つ
い
て
は
そ
の
比
率
は
と
う
と
う
五
〇
％

を
切
り
か
ね
な
い
気
配
に
あ
る
。

三．

米
政
策
の
推
移

∧
食
糧
管
理
法
以
前
∨

米
取
引
は
、
大
正
中
期
ま
で
は
完
全
な
自
由
取

引
で
あ
っ
た
が
、
米
の
作
況
や
経
済
状
況
に
よ
っ

て
大
幅
な
価
格
変
動
や
買
占
め
・
売
り
惜
し
み
等

が
生
じ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
社
会
的
混
乱
等
を
引
き

起
こ
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
た

め
、
当
初
、
米
の
流
通
と
価
格
形
成
を
自
由
市
場

に
委
ね
つ
つ
、
政
府
が
一
定
の
介
入
を
行
う
い
わ

ゆ
る
間
接
統
制
方
式
が
採
用
さ
れ
て
き
た
。

∧
食
糧
管
理
法
∨

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
方
式
で
は
米
の
需
給
管

理
が
十
分
に
は
行
い
得
な
い
と
し
て
、
一
九
四
二

年
に
政
府
が
流
通
の
相
当
部
分
を
直
接
管
理
す
る

食
糧
管
理
法
が
制
定
さ
れ
た
。

食
糧
管
理
法
は
、
制
定
時
か
ら
戦
後
に
か
け
て

の
米
不
足
時
代
に
は
、
限
ら
れ
た
数
量
の
米
穀
を

国
民
に
公
平
に
分
配
す
る
こ
と
を
重
点
に
運
営
が

な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
、
次
第
に
米
需
給
が

緩
和
す
る
の
に
と
も
な
い
、「
国
民
の
主
食
で
あ
る

米
を
政
府
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
産
者
に
対
し
て
そ
の
再
生
産
を
確
保
し
、

消
費
者
に
対
し
て
は
安
定
的
に
そ
の
供
給
責
任
を

果
た
す
」
と
い
う
制
度
の
基
本
は
維
持
し
つ
つ
、

よ
り
市
場
原
理
が
働
く
制
度
と
な
る
よ
う
運
営
管

理
が
な
さ
れ
て
き
た
。

∧
新
食
糧
法
∨

そ
の
後
、
米
過
剰
状
態
が
慢
性
化
す
る
一
方
で
、

食
生
活
の
変
化
、
内
外
価
格
差
の
拡
大
、
不
正
規

流
通
の
発
生
、
稲
作
経
営
基
盤
の
脆
弱
化
な
ど
、

米
穀
の
生
産
・
流
通
・
消
費
を
め
ぐ
る
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
た
。
さ
ら
に
九
三
年
ガ
ッ
ト
合
意
に

と
も
な
い
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
を
受
け
入
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
政
府
は
、
市
場
原

理
の
導
入
や
規
制
緩
和
を
通
じ
た
流
通
の
合
理
化

が
は
か
ら
れ
る
よ
う
食
糧
管
理
法
を
廃
止
し
、
九

五
年
新
食
糧
法
（「
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の

安
定
に
関
す
る
法
律
」）
を
施
行
し
た
。
こ
れ
に
と

も
な
い
政
府
の
役
割
は
、
①
生
産
調
整
の
実
施
、

②
備
蓄
、
③
生
産
調
整
実
施
者
か
ら
の
米
の
買
い

入
れ
、
④
輸
入
米
の
運
用
、
な
ど
部
分
管
理
に
限

定
さ
れ
、
米
流
通
は
民
間
が
主
体
と
な
り
、
流
通

ル
ー
ト
は
原
則
自
由
、
価
格
も
よ
り
需
給
を
反
映

し
た
も
の
と
な
っ
た
。

四．

新
食
糧
法
施
行
後
の
政
策
展
開

新
食
糧
法
の
施
行
後
、
米
消
費
の
減
少
や
ミ
ニ

マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
の
流
入
等
に
と
も
な
い
、
生

産
調
整
を
拡
大
し
て
も
需
給
を
均
衡
化
で
き
ず
、

自
主
流
通
米
の
大
幅
な
価
格
下
落
（
六
年
産
二
一
、

四
〇
〇
円
／
俵→

一
二
年
産
一
六
、
一
〇
〇
円
／

俵
）
を
招
き
、
稲
作
総
収
入
の
落
ち
込
み
（
稲
作

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト�

米
流
通
の
変
化
と
米
政
策
の
抜
本
見
直
し

米
流
通
の
変
化
と
米
政
策
の
抜
本
見
直
し�

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト�

米
流
通
の
変
化
と
米
政
策
の
抜
本
見
直
し�
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所
得
七
年
二
・
九
兆
円→

一
二
年
一
・
九
兆
円
）

を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
主
業
農
家
ほ
ど
そ
の
影

響
は
大
き
く
、
粗
生
産
額
に
占
め
る
主
業
農
家
の

割
合
が
他
分
野
に
較
べ
て
た
だ
で
さ
え
低
い
稲
作

（
主
業
農
家
の
粗
生
産
額
シ
ェ
ア
米
三
六
％
、
野
菜

八
五
％
、生
乳
九
六
％
）の
生
産
構
造
の
再
編
を
さ

ら
に
立
ち
遅
ら
せ
る
状
況
を
招
い
て
き
た
。
そ
し

て
生
産
調
整
政
策
は
も
は
や
限
界
に
あ
る（
一
三
年

産
生
産
調
整
目
標
一
〇
一
万
ha
、転
作
率
三
八
％
）。

こ
の
間
、
幾
重
に
も
わ
た
っ
て
以
下
の
よ
う
な

政
策
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

○

新
生
産
調
整
推
進
対
策
（
九
六
〜
九
七
年
）

「
地
域
と
も
補
償
」
に
よ
る
全
員
参
加
の
生
産
調

整
／
価
格
形
成
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
入
札
／
一
％
基

金
に
よ
る
民
間
備
蓄
調
整
保
管
／
計
画
流
通
助
成

に
よ
る
計
画
流
通
米
確
保
対
策

○
　
新
た
な
米
政
策
・
緊
急
生
産
調
整
対
策
（
九

八
〜
九
九
年
）

転
作
率
格
差
是
正
の
た
め
の
「
全
国
と
も
補
償
」

等
水
田
営
農
確
立
助
成
／
入
札
値
幅
制
限
廃
止
／

価
格
下
落
を
補
填
す
る
「
稲
作
経
営
安
定
対

策
」
／
備
蓄
運
営
ル
ー
ル

○
　
土
地
利
用
型
活
性
化
大
綱
・
水
田
農
業
経
営

確
立
対
策
（
二
〇
〇
〇
年
〜
）

麦
・
大
豆
等
の
本
格
生
産
に
む
け
た
団
地
化
・
土

地
利
用
集
積
等
助
成
の
強
化
／
稲
作
経
営
安
定
対

策
の
充
実
（
特
別
支
払
い
、
担
い
手
、
計
画
外
対

策
）／
豊
作
分
の
別
途
処
理

○
　
緊
急
総
合
米
対
策
（
〇
一
年
）

緊
急
拡
大
追
加
助
成
／
稲
作
経
営
安
定
対
策
に
か

か
る
補
填
基
準
価
格
の
固
定
／
緊
急
政
府
買
い
入

れ
／
援
助
枠
の
設
定
／
豊
作
分
の
別
途
処
理
／
需

給
調
整
水
田
の
導
入

五．

見
直
し
の
方
向
と
争
点

こ
う
し
た
政
策
の
積
み
上
げ
で
は
も
は
や
問
題

は
解
決
で
き
な
い
と
し
て
、
農
水
省
が
昨
年
九
月

次
の
よ
う
な
抜
本
見
直
し
の
方
向
を
打
ち
出
し
た
。

○
　
水
田
農
業
の
構
造
改
革

地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
水
田
農
業
競
争
力
強
化

の
た
め
の
対
策
の
創
設
／
生
産
調
整
対
策
及
び
稲

作
経
営
安
定
対
策
の
見
直
し

○
　
需
給
調
整
対
策
の
抜
本
的
見
直
し

生
産
調
整
手
法
の
見
直
し
（
ポ
ジ
数
量
管
理
へ
の

移
行
）
／
生
産
調
整
に
係
る
助
成
金
の
見
直
し
／

機
動
的
な
出
荷
量
・
流
通
量
調
整
の
実
施

○
　
稲
作
経
営
安
定
対
策
の
あ
り
方
の
見
直
し

担
い
手
に
よ
り
焦
点
を
当
て
た
見
直
し
／
基
準
価

格
の
取
扱
い

○
　
国
に
よ
る
備
蓄
運
営
の
あ
り
方
の
見
直
し

備
蓄
の
役
割
・
機
能
の
明
確
化
と
透
明
性
の
確

保
／
適
正
在
庫
水
準
の
引
き
下
げ
、
年
間
販
売
数

量
の
適
正
化
等
／
買
入
・
売
却
方
法
の
弾
力
化
に

よ
る
円
滑
な
回
転
備
蓄
の
実
現

○
　
米
流
通
シ
ス
テ
ム
の
改
革

計
画
流
通
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
／
機
動
的
需
給

調
整
と
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
（
米
流
通
シ
ス
テ
ム

改
革
促
進
対
策
）

○
　
消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
米
政
策
の
実
現

情
報
伝
達
基
盤
の
整
備
／
信
頼
で
き
る
情
報
の
提

供
／
多
様
な
取
引
の
促
進

こ
の
見
直
し
案
に
対
し
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、

①
稲
作
経
営
安
定
対
策
か
ら
の
副
業
的
農
家
の
除

外
は
容
認
で
き
な
い
②
抜
本
的
な
見
直
し
を
一
四

年
産
米
か
ら
実
施
す
る
の
は
性
急
す
ぎ
る
③
生
産

調
整
に
関
す
る
不
公
平
感
払
拭
措
置
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
、
等
を
理
由
に
強
い
反
対
の
意
向
を

示
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
反
対
・
見
直
し
要
請
を
受
け

て
与
党
自
民
党
は
「
現
場
で
の
理
解
と
納
得
が
必

要
」
で
あ
る
と
し
て
、
米
政
策
の
抜
本
的
見
直
し

を
一
五
年
度
以
降
に
先
送
り
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
食
糧
庁
は
「
生
産
調
整
に
関
す
る

研
究
会
」
を
設
置
し
、
こ
の
三
月
に
は
論
点
・
課

題
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
方
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
水
田
農
業
対
策
本

部
委
員
会
の
も
と
に
小
委
員
会
、
専
門
委
員
会
を

設
置
し
、
国
の
検
討
と
併
行
し
て
組
織
討
議
案
を

と
り
ま
と
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

六．

お
わ
り
に

水
田
稲
作
は
、
一
段
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
市
場

化
が
避
け
ら
れ
な
い
中
で
、
日
本
農
業
の
根
幹
で

あ
る
と
同
時
に
、
農
村
文
化
や
景
観
等
を
育
み
、

日
本
文
化
の
基
層
を
な
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
Ｗ

Ｔ
Ｏ
交
渉
で
の
我
が
国
の
食
糧
安
全
保
障
と
多
面

的
機
能
の
発
揮
を
強
調
し
て
い
く
我
が
国
戦
略
と

も
一
体
と
な
っ
た
、
日
本
農
業
の
行
方
を
決
定
的

に
左
右
す
る
重
要
問
題
で
あ
る
と
認
識
せ
ざ
る
を

得
な
い
も
の
で
あ
る
。
当
研
究
所
と
し
て
も
、
本

件
に
つ
い
て
、
独
自
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
蔦
谷
栄
一
）


